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１．はじめに 

吉川市では、平成 14 年度から第 4次吉川市総合振興計画をもとにまちづくりを進め、こ

の計画が平成 23 年度で終了することに伴い、平成 24 年度を初年度とする第 5次吉川市総

合振興計画を策定中である。 

総合振興計画は、計画期間において目指す市の将来都市像や土地利用構想、まちづくり

の目標を示す 10 年間の「基本構想」、基本構想が示す将来都市像に向けた施策の枞組みと

施策の達成目標を示す 5年間の「基本計画」、基本計画を受けて行う事務事業の内容を示

す 3年間の「実施計画」で構成されている。 

 基本構想原案では「策定の背景」の中で、尐子・高齢化が社会にもたらす様々な影響や

消費者対策せは「食」への不安の拡大、地球温暖化抑制の取組み、生物多様性保全の取り

組みのための豊かな水と緑、農地などの自然環境を守る、廃棄物・リサイクル対策への取

組み、グローバル化する社会情勢への対応、ライフスタイルの変化、市民と行政による協

働のまちづくり等々が掲げられている。 

 今回「農業」分野から見たこれらの背景に対する改善策等を踏まえた、「吉川市の未来

を切り拓く農業」としての提言をするものである。 

 提言では、農業を視点として述べているが「資源の循環利用」「食の安全・安心」「地

消地産」「環境保全」「再生可能エネルギー利用」等々、市民生活から環境・資源・エネ

ルギー・地域活性化と総合振興計画に欠かせない項目が盛り込まれており「基本構想」「基

本計画」「実施計画」への提案にもなり得ると考える。 
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２．日本農業の現況 

 

１）農業従事者数及び年齢の推移 

平成 22 年(2010 年)の我が国の農業就業人口は 260 万人であり、昭和 35 年（1960

年）1,454 万人をピークに減尐傾向に歯止めがかからない状況である。 

    ピーク時の約 18％（1,194 万人の減尐）である。 

    また、基幹的農業従事者数※１）においても同様の減尐傾向にあり平成 22 年で 185

万人（農業従事者数の 71％）である。 

 

 

 

２）耕作地面積の推移 

    耕作地面積では農業就業人口同様減尐が止まらなく平成 21 年で 460.9 万 ha であ

り、平成 16 年の 471.4 万 ha から 10.5 万 ha の減尐である。 

農家 1 戸当たりの農地面積を見ると、1.8ha（2006 年：北海道を除く）であり約

40 年前の 1.1ha からは伸びているものの、EU の 1／9、米国の 1／99、豪州の 1／

1,900 と諸外国に比べ小規模な農地面積であることがわかる。 

    このような状況下では穀物類等の大規模栽培に際しては価格等の国際競争に勝て

ないことがわかる。 



3 

 

 

 

 

 

３）農業産出額 

    平成 20 年時点で 8 兆 4,662 億円（国内総生産の 1.7％）、昭和 59 年の 11 兆 7,171

億円（ピーク）の 72％である。 

    減尐の要因としては米の需要減尐、価格の下落等がある。   

    産出額としては畜産、野菜、米、果実の順位である。 
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４）食料自給率 

平成 21 年度ではカロリーベース1で 40％、生産額ベース2で 70％である。 

 

  

 

                                                   
1 カロリーベースの自給率とは、食料の重さは、米、野菜、魚、どれをとっても重さが異なります。重さが異なる全て

の食料を足し合わせ計算するために、その食料に含まれるカロリーを用いて計算した自給率の値を「カロリーベース総

合食料自給率」といい、畜産物には、それぞれの飼料自給率がかけられて計算されます。 

2 生産額ベースの自給率とはカロリーの代わりに、価格を用いて計算した自給率の値を「生産額ベース総合食料自給率」

といいます。比較的低カロリーであるものの、健康を維持、増進する上で重要な役割を果たす野菜やくだものなどの生

産等がより的確に反映されるという特徴があります。日本の生産額ベース総合食料自給率は最新値(平成 21 年度概算値)

で 70％です。 
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５）耕作放棄地 

耕作放棄地面積も平成 22 には 40 万 ha にも達し、東京都の面積の 1.8 倍で、埼玉 

県や滋賀県の面積とほぼ同じである。 

    その率では山間農業地域（14.7％）が最も高く、都市的地域でも（12.7％）高い率

となっている。 

 

     また、土地持ち非農家の放棄地が全体の 42％を占める。 
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６）肥料原料及び供給の現状 

    平成 20 年（2008 年）に化学肥料の価格が暴騰し、平成 17 年比 2～3 倍となり、

それが農産物価格の高騰に結び付いたことはつい最近の出来事であった。 

       

 

 

    肥料と言えば、3大要素である窒素・燐酸・加里であり、「窒素」の主原料は「ナ

フサ・天然ガス」、直接的に原油や天然ガスの価格高騰の影響を大きく受ける。 

「燐酸」と「加里」の主原料は天然資源鉱石である「燐砿石」と「加里塩」で埋

蔵量も限られており、供給体制は寡占状態に近く。供給側にとっては価格操作が容

易な鉱産物である。 

     燐砿石の埋蔵量は、モロッコ、アメリカ、中国の 3カ国が圧倒的に多いが、中国

やアメリカは輸出の抑制を行っている。 

     加里の埋蔵量は圧倒的にカナダ、ロシア、ベラルーシ、ドイツ、ヨルダン、中国 

等など。 

 

【化学肥料原料の需給と見通し】（農林水産省肥料価格の現状等より抜粋） 

 我が国は、化学肥料原料のほぼすべてを輸入に依存。資源は偏在。（窒素：原油・天

然ガス産出国、りん酸：中国、米国、モロッコ、加里：カナダ、ロシア）  

 世界的な肥料需要が増加する中、需給のひっ迫感の増大や輸入国の買い急ぎ等から、

平成 20 年に原料の国際市況は 3.5～10 倍に高騰。  

http://www.iza.ne.jp/izaword/word/%25E3%2582%25A2%25E3%2583%25A1%25E3%2583%25AA%25E3%2582%25AB/
http://www.iza.ne.jp/izaword/word/%25E3%2583%25AD%25E3%2582%25B7%25E3%2582%25A2/
http://www.iza.ne.jp/izaword/word/%25E3%2583%2589%25E3%2582%25A4%25E3%2583%2584/
http://www.iza.ne.jp/izaword/word/%25E3%2583%25A8%25E3%2583%25AB%25E3%2583%2580%25E3%2583%25B3/
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 平成 21 年に入って国際市況は低下したものの、りん鉱石及び塩化加里は高騰前の 2～3

倍の水準で推移。  世界の肥料需要は、今後も増大の見通しであること等から、長期的

には、我が国の肥料原料の安定確保に厳しさが増すおそれ。  
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 【肥料高騰への対応策】（農林水産省肥料価格の現状等より抜粋） 
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３．吉川市農業の現況 

 

１）農家戸数の推移 

  吉川市の農家戸数の推移（1995 年・2005 年）を 8 地域ごとに調べたものである。 

 

 

 

 

 1995 年 1,270 戸から 2005 年には 971 戸（24％）と減尐、特に中央西部地域は 10 年間

で約半減、南部地域でも 25％減尐している。 
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２）耕地面積の推移 

 

 

 

 

 吉川市の総土地面積の 40％が農地である。 

 販売農家の耕作地面積は 10 年間で 220ha（21％）減尐している。 

 中央西部地域では 10 年間で 37％、中央地域では 25％、北部地域で 24％の減尐である。 
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３）農業従事者の高齢化 

 

 
       ※わがマチわがムラ 2005 年データより推計したもの 

 

 2005 年時点の農業人口の 30％が 65 歳以上である。 

 基幹的農業従事者3では 914 人中 65 歳以上は 511 人（56％）である。 

 ⇒現時点ではさらに高齢化が進んでいると推測される。 

 

 

                                                   
3 基幹的農業従事者とは農業就業人口のうち、普段の主な状態が「仕事が主（農業）」の者をいう。 
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４）吉川市地域別販売農家耕地面積 

 

 

 

 

 「東部地域」と「北部地域」の 2 地域で市耕作地面積の 75％を占める。 

 農業地域分類上では両地域は「平地農業地域」であり、その他の地域（旧吉川

町）は「都市的地域」に分類されている。 
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５）吉川市耕作放棄地の状況 

 

 

 

 

 

市域全体では耕作放棄地率は 7.2％とであり全国平均の 9％より下回る。 

 「南部地域」は 19.2％と高い放棄地率である。 
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６）吉川市農業生産額 

2005 年の吉川市農業生産額は 27.4 億円であり、その内訳は米が最大で 12.9 億円 

(48％)、野菜 11.5 億円(42％)、花卉 1.2 億円(4％)、鶏 1.1 億円(4％)、豚 0.5 億円(2％)

である。 

 

 耕地利用では田が87％、畑が13％となり、稲作中心の農業であることがわかる。 
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７）吉川市農業の生産性（耕地 1ha当たり生産額） 

 

吉川の農業生産性（耕地 1ha 当たり農業生産額）を首都圏の市と比較したもの 

である。 

顕著なことは、ほぼ同様な耕地面積である神奈川県三浦市と比べて 1／3.6 と低い 

数値であることである。 

両市の顕著な違いは米中心の農業か、野菜中心の農業かの違いであると思われる。 

   千葉県の松戸市は耕地面積では吉川市の 63％でありながら、農業産出額では逆に松    

戸市の方が約 2 倍の数値であるが、松戸市でも主要農産物は野菜・果実である。 

 野菜や果実等はその生産に人の手を多くかける必要が生じるために、それなりの 

労働力の確保が必要となる。 
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８）吉川市将来土地利用構想図 

 

 この構想からも、農地及び集落地域は「北部地域」「東部地域」になっており、

住宅系地域においては耕作放棄地率が高いことが伺える。 
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４．吉川市バイオマス賦存量の推計 

 

１）バイオマス賦存量と利用状況の推計 

 

 

  吉川市の賦存するバイオマスの中で、最も炭素換算で量が多いものは建設発生木材で

1,870ｔ-c／年、次に稲わら 1,485t-c／年、続いて生ごみ 386t-c／年等であり、都市近郊

の特徴が表れている。 

  市内に賦存するバイオマスの中で重量的には農業系（家畜排せつ物・稲わら等）が全

体の 40％を占める、生ごみが 30％である。 
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  その利用状況で言えば実態調査を行っておらず、想定の範囲であるが家畜排せつ物は

ほぼ「家畜排せつ物処理法」施工後ほぼ有効な活用がなされていると思われ実際は自家

利用等を考慮するとほぼ 90％以上が有効に利活用されていると思われる。 

  生ごみについても、広域で熱回収ができる焼却処理をされていると思われ、ほぼ 100％

が有効利活用と判断されるが、堆肥化等のマテリアル利用の余地があると考えると家庭

系の生ごみは全量利用可能量とも判断できる。 

  木質系のバイオマスについても一般廃棄物系の物は焼却処理以外の利用も可能と考え

て利用可能量に加えることも考えられる。 

 

  未利用系バイオマスのうち、稲わらについては、田んぼへのすき込み等の利用がなさ

れていると思われるが、バイオマスタウン構想上では利活用とは捉えておらず未利用系

のバイオマスの利活用量が 29％と低い要因である。 

 

  吉川市のバイオマス利活用方法としては、一般廃棄物に係わるものについてはコスト、
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環境面からの総合的な判断(4LCA：ライフサイクルアセスメント)から焼却処理されてい

るものの「マテリアル利用（物質利用）」等の取り組みも必要と思われる。 

   

 

２）利活用方法の提案 

例えば吉川市に賦存する家畜排せつ物 3,026ｔ／年、と家庭系生ごみ 4,482ｔ／年 

から概算約 4,100ｔ／年の堆肥を生産することが可能と思われる。 

その際、果樹剪定枝や稲わら・もみ殻等の利用可能量 4,127ｔ／年の未利用バイオ

マス等は堆肥化の副資材（水分調整材）としての利用ができる。 

この堆肥を吉川市の耕作地面積 839ha に施肥を行えば 10a当たり 0.49ｔという数 

値になり基肥の一部代替や土壌改良効果が大いに期待できる。 

  

 

 

                                                   

4
 LCA とは製品やサービスを原料の調達から製造、流通、使用、廃棄、リサイクルに至るライフサイクル全体を対象と

して考え、一生を通じて製品等に投入される資源、エネルギー又は排出物を定量的に把握する手法で、これらの手法や

結果の評価に基づいて環境改善等に向けた意志決定を支援する科学的・客観的根拠を与えうる手法です。  
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※堆肥の肥料成分中窒素を仮に 1.2％として 1t／10a を施肥した場合には基肥（窒

素）換算で 12 ㎏／10a となるが、肥効率を 30％とすれば、窒素換算 3.6 ㎏／10a

の施肥と考えられ、埼玉県施肥基準のトマト(促成栽培)基肥 15 ㎏（窒素）のケー

スでは 24％の代替量となる。 
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５．吉川市農業活性化（6次産業化を含む）への方策 

 

１）持続可能で魅力ある農業にするためには 

 

(1) 担い手の確保 

     吉川に限らず、農業従事者が高齢化しており、農業の安定的な持続は期待でき

ない状況である。 

     担い手として最も期待されるのが、農家の後継者が魅力を感じて担い手となっ

てくれることであるが現状の農業環境や収益等からは期待できない、それらに期

待できない場合は、地域の企業・団体等が農業への参入してくれることであるが、

農地法等の規制があり法改正や規制緩和に期待するところが大きい。 

     千葉県の旭市では農家の収入が 5 千万円を超すところが増えるとともに、若い

後継者が農業に戻ってきており活気が出てきている。 

     旭市の農業産出額ランキングは総額で全国 9 位、野菜で 5 位、豚で 4 位であり、

品目別では、パセリ、しゅんぎく、ペチュニア、マッシュルーム、きゅうり、し

ろうり、豚、ししとう、みつば、トマト、カリフラワー、いちご、が全国で 1 位

である。 

     このように、何か 1 つでも良いから取組み成功事例を作り出し、地域に達成感

を与えることが農業の活性化：担い手の確保には手っ取り早いと思われる。 

 

(2) 生産性・経営の効率化 

     生産性の効率化のためには、農地の集積や経営の集団化等が考えられる。 
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また近年農業の 6 次産業化5が唱えられており生産・加工・流通までを捉えた経

営手法の導入により経営効率を上げることで、安定収入の確保（給料制）や週休 2

日の導入等により、若い人が農業に魅力を感じてきている（別添資料参照）。 

 

(3) 品質の確保⇒ブランド化（商圏が海外まで広がる） 

     ブランド化に不可欠なものとしては生産土壌の良質化、その土壌に合わせた栽

培方法の導入、品種の改良等が必要となる。 

     土づくり及び減農薬・化学肥料の取組みには「堆肥」が不可欠となるので、そ

の安定的な確保の方策も必要となる。 

     地産地消として「安全で安心な農産物」が市民に提供できる。 

     普及方法としては「学校給食」は地産地消とし、食育をとおして、資源の循環

教育が出来、地域を身近に感じることで郷土愛が生まれる。 

     これらの活動を市域全体に広げることで、農業も活性化していく。 

     海外向けには「ジャパンブランド」として名が通ると、その品質(安全でおいし

い)に富裕層を中心に価格が高くても売れる状況である。 

      

(4) 安定した生産の確保（堆肥の確保） 

     肥料の量及び価格の安定確保、そのためには自給できる堆肥の確保があげられ

る。 

     堆肥としては、家畜ふん尿（豚ふん、鶏ふん）、生ごみ、木質系バイオマス（剪

定枝・道路公園の選定枝）、稲わら、もみ殻等が材料として挙げられる。 

     その中でも、一般廃棄物である「生ごみ」を中心とした取組みは市の財政負担

や環境負荷、資源循環⇒地産地消の観点からも一考の価値があると思われる。 

      

(5) 耕作放棄地の活用 

     農地の集約と合わせて、耕作放棄地をそのままにしておくと、鳥獣の巣となっ

たりして周辺環境の悪化につながる。有効に活用することで、周辺環境の維持が

可能となるだけではなく、例えば資源作物（油脂）を栽培することで資源エネル

                                                   

 5 ６次産業化とは、農産物の生産（１次産業）だけでなく、食品加工（２次産業）、流通・販売等（３次産業）

にも農業者が主体的・総合的に関わることで、第２次・第３次産業者が創出していた付加価値を農業者が得ら

れる取組みで、１次、２次、３次産業が有機的に連携・融合するという意味で３者を掛け合わせ６次（１次×

２次×３次）とする造語。農商工連携との違いは、農水産業者と商工業者がそれぞれ有する経営資源を持ち寄

り、新商品・新サービスの開発等に取り組むことである。「6次産業化」は農業生産者の事業領域の拡大や所

得拡大など農業を基点とした視点で用いられる。 

  
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ギーの生産も可能となる。 

     例えば、吉川市の耕作放棄地 37ha を利用して油糧作物である、夏作のヒマワリ、

冬作のナタネを栽培すると、種子収量 185ｔ／年、生産費 1,480 万円（人件費含む）、

粗収入 2,775 万円、収入として 1,295 万円／37ha・年 

    油脂量としてはナタネが 1,400 ㍑／ha、ヒマワリが 1,000 ㍑／ha で 37ha では

88,800 ㍑／37ha・年である。 

     平成 23 年 4 月現在吉川市の世帯数は 25,143 世帯であり、1 世帯当たり 3.5 ㍑／

年になる。 

   同時にこれら食用油が利用された後は、回収を行い再資源化である BDF 化(バ

イオディーゼル燃料：再生可能エネルギー)を行い、軽油代替燃料として利用でき

る（資源循環利用）。 

      

２）競争力をつけるためには（ジャパンブランド） 

 

(1) 品種の絞り込み 

     この地域の地理性、気候、土壌、排水性等から他の地域より時期、品質等で優

位になる条件等の拾い出し、品種改良情報の収集等から、多品種・尐量生産によ

る栽培計画を立てる。 

これら品種改良や、今後の気象変動への対応を学究機関等と連携して取組む。 

 

(2) 技術の改良 

     減化学肥料・農薬のための技術の改良、堆肥利用に合わせた施肥技術の確立を

行う。 

     これらの普及により、環境保全型農業の確立により特別栽培農産物の指定を受

けることが可能となり差別化が図れる。 

 

(3) 堆肥活用（資源循環のシステム）の構築 

     堆肥活用（資源循環システム）の構築が必要となる。 

     概念図を（図－１）に、必要な要素・機能等を表にまとめたものを（表－１）

に示す。 
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（図-１）農産物資源循環・流通システム概念図 
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（表-１）堆肥活用（資源循環システム）の構築に必要な要素・機能 

 

 

３）結果として TPP、EPA等の導入に取組める 

これらの吉川市農業の活性化方策を整備することにより、農業基盤を整備するこ

とになり、結果として国内はもとより、海外に向けても競争力がつくものと思われ

る。 

ただし、穀物等は海外との生産性においては競争力に欠けるところは、政策的な

補助等が必要になるのは言うまでもない。  

大項目 中項目 小項目（詳細） 対　応

堆肥有効活用システ
ムの構築

堆肥のマッチング・予約機
能・土地情報管理機能の
一元管理

堆肥のマッチング・予約機能・土地情報管理機能を一
元に管理することで、いままで、個々の対応で行ってき
たものが一連となり、省力化・効率化が図ることができ
堆肥利用が一層進むことと、情報等の整理活用によ
り,GAP対応等も図ることができる。

堆肥有効活用システムの開
発

土壌分析の普及 土壌分析の重要性の浸透、実施の拡大 ※耕種農家「講習会」

栽培指針(栽培方法）
吉川市特定農産物栽培指針の策定と見直し（堆肥施
用効果の確認からのフィードバック）

※実証試験の実施

施肥基準
吉川市施肥基準の策定と活用（堆肥施用効果の確認
からのフィードバック）

肥効率
肥効率の設定および見直し（堆肥施用効果の確認から
のフィードバック）

堆肥の用途
耕種農家へのヒアリング（肥料目的・土壌改良目的）調
査

農産物栽培状況の調査

堆肥の荷姿 バラ・袋詰・ペレットの需要調査 農産物栽培状況の調査

供給可能量
ストック量等のデータベース化、その他の有機質資源
の活用

施肥設計支援システムの
開発（土壌診断結果→施
肥設計→堆肥の選択）

既存のシステムの調査、作成方針の策定、支援ソフト
の開発

システムの開発

堆肥予約機能 煩雑な手続きの簡素化
堆肥のマッチングで選択された堆肥生産者へ供給可
否と供給日等の予約と決済機能をもたせる

予約機能ソフトの開発

土地情報管理機能
堆肥・肥料・農薬等の情
報管理

GAP（農業生産工程管理手法）に対応可能な土地情報
をデータ管理できる手法の構築とし、将来的には栽培
履歴～販売管理も視野に入れる。

土地情報管理機能ソフトの
開発

流通手法
（堆肥の運搬・散布・耕運）

コントラクターの育成 既存の流通手段の状況把握と能力の向上
意欲のある個人、団体の育
成

実証試験栽培

実証試験の実施（土壌分析～施肥設計～作物生育過
程及び収穫後の結果の分析し、栽培指針等のデータ
更新へフィードバック（堆肥施用効果確認のためには３
～４年間の調査が必要となる）。

実証栽培試験の実施

課題対応研究
障害等で問題のある作物への課題対応型試験栽培等
を年度毎にテーマを選定

研究機関、県の出先との連
携等

堆肥利用促進事業 堆肥利用促進講習会 耕種農家、家庭に向けた堆肥利用促進の講習会 2回／年の堆肥利用講習会

供給量の確保 需要量予測
安定的な供給体制として、その他の有機質資源の活
用（下水汚泥等の活用）

需要量の早期予測

政策等による支援
農産物認証制度等による
活用の促進

堆肥利用へのインセンティブの付与により一層利用促
進を図る

利用の拡大に合わせて認証
制度等の制度を導入

堆肥施用効果の確認

３～４年間の堆肥施用の効
果確認のデータ分析が必要
となる。

堆肥の選定
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≪吉川市の地理的優位性≫ 

 

 

 羽田から 3～10 時間で環太平洋の国々へ農産物の供給が可能である。 

 吉川市で採れた農産物が翌日の朝には各国々に届けることが可能となる。 
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４）地域に及ぼす効果 

 

(1) 食の自給率の向上 

     農産物の生産が増えることにより域内での地産地消が推進され、当然外国産等

に依存していたものが減尐して来ることにより自給率も上がってくる。 

 

(2) 安全で安心な農作物の供給 

     堆肥の利用促進により、農薬・化学肥料等を減量し、より安全で安心な農作物

の供給が可能となる、また、これらの農産物を顔が見える形で地産地消を推進す

ることで地域の食の安全が確保できる。 

 

(3) 地消地産による食育教育等が図れる 

     学校給食には市内の農家が作った農産物利用により旬で新鮮な食材が利用でき

食育・地産地消・資源循環教育が行え、農業への理解が深まる。 

 

(4) 資源循環型社会の形成 

     資源循環型社会の形成に向けて、市民が排出した「生ごみ」「剪定枝」「その

他バイオマス」が再資源化され、自分たちの食物として循環していることが実感

でき、資源の無駄な使い方や、再資源化のための分別の徹底等が図られ、結果と

して環境負荷の低減や CO2 の削減による地球温暖化対策に寄与していることわか

る。 

 

(5) 農業での収益が上がる 

     ブランド化された高品質の農産物の生産が可能となり、加工・流通まで取組む

ことにより付加価値が一段と上がり結果として、農業での収入が向上する。 

 

(6) 地域が活性化する 

     農業の生産額が向上することは、その周辺の産業も当然相乗効果で活性化し、

市域全体が活性化することにつながる。 

 

(7) 耕作放棄地が利用できる 

     耕作放棄地等も有効利用することで、荒れた耕地が無くなり、安全なまちづく

りにも寄与し、生産物（資源作物等）によっては景観、環境にも好影響を与え、

「菜の花プロジェクト」等市民を巻き込んだ活動にも向いている。 
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(8) 若い人が農業に参入する 

     農業での収益が上がることや、農業労働環境の改善で、後継者が後を継ぎ意欲

的に農業に取組めることになる。 

 

(9) 環境保全型農業の導入が可能となる 

     堆肥利用の促進に伴い、化学肥料農薬の使用量が減り、環境保全型農業への取

組が可能となり、エコ農産物⇒特定栽培農産物⇒有機栽培農産物と進化も可能で

ある。 

 

(10) 市の財政負担が軽減できる 

     一般廃棄物である「生ごみ」「剪定枝等」をマテリアル利用することで現行処

理（焼却処理⇒最終処分）に比べ、処理負担が軽減でき市の財政負担が軽減でき

る。 

    

(11) 先進的な取り組みの視察ツアー等による観光資源化 

岩手県葛巻町、栃木県茂木町、岡山県真庭市、大分県日田市等々はバイオマス

の利活用や新エネルギーの先進的取り組みにより、見学者が年間数千人～数万人

に上り、その取組みそのものが観光資源として、地域や行政に大きな経済的効果

を与えています。 
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６．あとがき 

 

【3・11 東日本大震災以降の復興と農業について】 

村井嘉浩宮城県知事は 4 月 11 日、県議会大震災対策調査特別委員会で、住宅の高所

移転、漁港の集約再編などを盛り込んだ復興基本方針（素案）を公表した。知事は「元

の姿に戻す原形復旧では到底、復興は果たせない」と指摘し、県土のグランドデザイ

ンの再構築を目指す考えを強調した。 

 素案によると、２０２０年度までの１０年間で復興を達成する。最初の３年を復旧

期、次の４年を再生期、最後の３年を発展期と区分し、再生期までに震災前の姿に戻

す。 農業に関しては、土地利用や営農計画を抜本的に見直し、稲作から施設園芸へ

の転換、畜産の生産拡大を盛り込んだ・・・・と農業については稲作から施設園芸へ

の転換を謳っている。 

 現在農業は、就労人口の減尐、高齢化、後継者不足、自由化等々明るい環境にはな

いが、食の安全保障等の観点からもこれらの課題を乗り越えない限り日本の将来はあ

り得ない。 

 私どもはこれらの課題に関して、一部分ではありますが今までの経験や知見を活か

し協力・協働が可能と思っております。 

 例えば、構想書等の類の策定とそれを具現化するための事業化計画（事業性評価・

基本計画）の策定と事業実施のアドバイザリー、資源循環の仕組み作り（たい肥の流

通）、市民・農家の啓発教育、農作物の栽培指針策定等。 

 その為には、地域で意欲のある農家、団体等との交流・意見交換・協働の場が必要

となると思われます。 
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≪提言者の略歴≫ 

1950 年 福岡県大牟田市で生まれる 

1974 年 日本大学生産工学部土木工学科卒業 

1974 年 株式会社間組入社 

2004 年 間組退社、NOP 法人シビルサポートネットワーク設立に副代表として参画 

2006 年 公共工事品質確保技術者認定（国土交通省） 

2006 年 千葉県旭市のバイオマスタウン構想書策定 

2007 年 バイオマスタウンアドバイザー認証（農林水産省） 

2007 年 熊本県菊池市「地球温暖化対策実行計画書」作成 

2007 年 千葉中央地域畜産環境改善構想書策定（関東農政） 

2007 年 兵庫県姫路市バイオマスタウン構想（案）作成 

2007 年 群馬県太田市バイオマスタウン事業化計画書策定 

2007 年 関東バイオマス発見協議会委員（H19～H21 年度：関東農政局） 

2008 年 （社）日本有機資源協会バイオマスタウン推進委員会委員（H19 年度～現在） 

2008 年 新潟県十日町市バイオマスタウン構想書策定 

2008 年 新潟県南魚沼市バイオマスタウン構想書策定 

2008 年 千葉県南房総市資源循環地域構想書策定 

2008 年 （社）日本有機資源協会バイオマスタウン技術専門委員会委員（H19 年度～現在） 

2009 年 千葉県南房総市支援農産物栽培指針策定 

2009 年 山梨県笛吹市バイオマスタウン事業化計画書策定 

2010 年 千葉県南房総市堆肥を活用した環境保全型農業推進業務 

2010 年 山梨県笛吹市バイオマスセンター候補地現地踏査業務 

2010 年 千葉県南房総市支援農産物栽培指針実証実験業務 

2010 年 山梨県笛吹市バイオマスセンター建設事業基本計画策定 

     現在に至る。 
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６次産業化取組み事例 和郷園-1 
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６次産業化取組み事例 和郷園-2 
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６次産業化取組み事例 六星 
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耕地面積当たり農業産出額 
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5
4
8

1
1
8

0
.2

2
鮮
度
を
売
り
物
に
し
た
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
す
。
主
に
こ
ま
つ
な
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
を
中
心
と
し
た
都
市
近
郊
農
業
（
野
菜
6
3
％
、

米
2
5
％
、
花
卉
6
％
）

吉
川
市

1
,2

5
0

2
7
4

0
.2

2
早
場
米
・
花
し
ょ
う
ぶ
・
ネ
ギ
の
産
地
（
米
4
7
％
、
野
菜
4
2
％
、
花
卉
4
％
）

町
田
市

5
8
9

1
6
6

0
.2

8
通
年
多
品
目
野
菜
を
生
産
し
Ｊ
Ａ
共
同
直
売
所
・
農
家
直
売
所
・
市
内
大
手
百
貨
店
等
へ
の
出
荷
、
朝
市
の
実
施
、
学
校
給
食

へ
の
食
材
提
供
（
野
菜
6
6
％
、
い
も
8
％
）

八
王
子
市

8
8
6

2
6
0

0
.2

9
東
京
都
の
約
１
割
の
農
地
を
有
し
、
生
産
緑
地
で
の
野
菜
の
栽
培
、
観
光
農
業
や
環
境
に
や
さ
し
い
稲
作
等
（
野
菜
6
3
％
、
乳

用
牛
1
2
％
、
果
実
6
％
）

野
田
市

2
,7

5
0

8
4
3

0
.3

1
蔬
菜
の
供
給
基
地
と
し
て
園
芸
作
物
、
稲
作
の
組
織
体
強
化
を
図
り
、
北
部
地
域
で
は
酪
農
振
興
も
推
進
（
野
菜
6
8
％
、
米

1
5
％
、
乳
用
牛
1
0
％
）

狭
山
市

1
,1

5
0

3
5
7

0
.3

1
狭
山
茶
の
産
地
、
都
市
近
郊
に
お
け
る
生
鮮
野
菜
の
供
給
基
地
と
し
て
、
里
芋
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
等
、
野
菜
の
生

産
（
野
菜
7
2
％
、
鶏
1
1
％
）

八
街
市

3
,7

3
0

1
,4

6
0

0
.3

9
特
産
で
あ
る
落
花
生
を
は
じ
め
、
す
い
か
、
さ
と
い
も
、
に
ん
じ
ん
な
ど
を
生
産
し
、
首
都
圏
の
食
料
供
給
基
地
（
野
菜
6
2
％
、
い
も

1
3
％
、
乳
用
牛
6
％
）

八
千
代
市

9
8
1

4
1
0

0
.4

2
野
菜
を
中
心
に
酪
農
、
米
、
果
実
等
を
生
産
。
ま
た
、
ト
マ
ト
、
に
ん
じ
ん
の
産
地
で
、
日
本
な
し
も
盛
ん
に
栽
培
（
野
菜
4
9
％
、
乳

用
牛
1
9
％
、
果
実
1
4
％
）

南
房
総
市

3
,6

7
0

1
,5

8
3

0
.4

3
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
た
び
わ
、
花
卉
、
み
か
ん
、
水
稲
栽
培
、
日
本
酪
農
発
祥
地
（
花
卉
3
8
％
、
乳
用
牛
2
2
％
、
野
菜
2
0
％
）

藤
沢
市

9
8
2

5
1
5

0
.5

2
野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
植
木
及
び
畜
産
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
は
市
場
で
も
高
い
評
価
（
野
菜
4
9
％
、
豚

1
7
％
、
乳
用
牛
1
2
％
）

旭
市

6
,4

8
0

4
,1

8
3

0
.6

5
米
・
野
菜
・
肉
・
卵
・
花
等
全
て
の
食
材
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
認
定
農
業
者
も
５
０
０
名
を
超
え
て
い
る
（
野
菜
4
2
％
、
豚
2
6
％
、
米

1
0
％
）

松
戸
市

7
9
1

5
6
3

0
.7

1
大
消
費
地
に
隣
接
し
、
ね
ぎ
、
か
ぶ
、
梨
を
中
心
。
市
内
全
域
が
都
市
計
画
区
域
の
た
め
市
独
自
の
補
助
要
綱
で
高
付
加
価

値
農
業
施
策
を
推
進
（
野
菜
8
5
％
、
果
実
1
2
％
）

三
浦
市

1
,2

1
0

9
6
5

0
.8

0
海
洋
性
気
候
の
影
響
で
冬
暖
か
く
、
夏
涼
し
い
と
い
う
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
東
京
・
横
浜
な
ど
の
大
消
費
地
へ
の
生
鮮
野
菜

の
供
給
地
（
野
菜
9
5
％
、
加
工
農
産
物
3
％
）

平
均
値

2
,2

7
2

8
8
2

0
.3

9
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吉川市農業データ（2,005 年）-1 

 吉
川
市
（
2
0
0
5
年
)

地
域

総
農
家
数

a
農
家
数
全

体
比

販
売
農
家
数

ｂ
販
売
農
家

全
体
比

耕
地
面
積

(h
a）

耕
地

全
体
比

耕
作
放
棄
地

（
h
a）

地
域
で
の
割

合
全
体
比

総
土
地
面

積
(h
a）

農
地
面
積

地
区
比
率

西
部
地
域

2
0

2
.1

1
3

1
.7

1
8

3
.5

2
1
1
.1

0
.4

3
9

1
4

3
6

中
央
西
部
地
域

6
8

7
.0

3
9

5
.1

4
3

8
.4

5
1
1
.6

1
.0

3
9
6

2
9

7
中
央
北
部
地
域

7
0
.7

4
0
.5

4
0
.8

0
0
.0

0
.0

2
6

5
1
9

中
央
地
域

1
7

1
.8

1
0

1
.3

1
3

2
.5

0
0
.0

0
.0

9
3

6
1

6
6

南
部
地
域

8
8

9
.1

6
7

8
.8

5
2

1
0
.2

1
0

1
9
.2

2
.0

3
2
7

4
6

1
4

中
央
南
部
地
域

4
1

4
.2

3
1

4
.1

2
5

4
.9

0
0
.0

0
.0

1
2
5

5
3

4
2

北
部
地
域

3
3
5

3
4
.5

2
7
4

3
6
.1

1
0
2

2
0
.0

5
4
.9

1
.0

1
,0

0
6

4
9
3

4
9

東
部
地
域

3
9
5

4
0
.7

3
2
1

4
2
.3

2
5
4

4
9
.7

1
5

5
.9

2
.9

1
,1

5
0

5
7
6

5
0

計
9
7
1

1
0
0

7
5
9

1
0
0

5
1
1

1
0
0
.0

3
7

7
.2

7
.2

3
,1

6
2

1
,2

7
7

耕
地
面
積
1
2
5
0
h
a

地
域

販
売
農
家

耕
地
面
積

（
田
）

地
区
比
率

田
ん
ぼ

総
土
地
比

率

販
売
農
家

耕
地
面
積

（
畑
）

地
区
比
率

全
体
比
率

販
売
農
家
耕

地
面
積
　
（
樹

園
）

地
区
比
率

農
業
振
興

地
域

産
直
施
設

数
市
民
農
園

数

西
部
地
域

0
0

0
1
4

3
5
.9

0
.4

0
0

○
0

0
中
央
西
部
地
域

2
3

5
.8

0
.7

6
1
.5

0
.2

0
0
一
部
○

1
0

中
央
北
部
地
域

4
1
5
.4

0
.1

1
3
.8

0
.0

0
0

○
0

0
中
央
地
域

6
0

6
4
.5

1
.9

1
1
.1

0
.0

0
0

○
0

0
南
部
地
域

4
1

1
2
.5

1
.3

5
1
.5

0
.2

0
0

○
0

0
中
央
南
部
地
域

4
6

3
6
.8

1
.5

5
4
.0

0
.2

2
1
.6

○
0

0
北
部
地
域

4
0
8

4
0
.6

1
2
.9

8
5

8
.4

2
.7

0
0

○
0

1
東
部
地
域

4
8
8

4
2
.4

1
5
.4

8
8

7
.7

2
.8

0
0

○
0

0
計

1
,0

7
0

3
3
.8

3
3
.8

2
0
5

6
.5

6
.5

2
0
.1

1
1
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吉川市農業データ（2,005 年）-2 

 

 

 

 

 

 

 

品
　
　
種

作
付
面
積

(h
a）

収
穫
量
（
ｔ）

産
出
額

（
千
万
円
）

耕
作
放
棄
地

（
h
a）

放
棄
率
(％
）

普
通
作
物

1
,0

0
0

2
1
1
.1

米
9
9
2

5
,0

1
0

1
2
9

5
1
1
.6

小
麦

2
6

0
0

大
豆

3
5

0
0

小
豆

1
1

1
0

1
9
.2

か
ん
し
ょ

2
2
4

1
0

0
5

4
.9

野
菜

7
6

1
1
5

1
5

5
.9

だ
い
こ
ん

5
1
5
8

3
7

7
.2

キ
ャ
ベ
ツ

2
6
3

ほ
う
れ
ん
そ
う

6
9
2

ね
ぎ

5
5

1
,4

1
2

た
ま
ね
ぎ

1
9

き
ゅ
う
り

3
1
5
9

な
す

2
7
3

ト
マ
ト

2
1
1
6

果
実

3
0

う
め

3
7

花
卉

1
2

シ
ク
ラ
メ
ン

0
.4
2
0
,0
0
0
鉢

パ
ン
ジ
ー

0
.4

7
2
6
5
千
本

畜
産

1
6

豚
（
頭
）

ｘ
5

鶏
（
羽
）

2
7
,0

0
0

1
1

2
7
4

合
計

地
　
　
域

西
部
地
域

中
央
西
部
地
域

中
央
北
部
地
域

中
央
地
域

南
部
地
域

中
央
南
部
地
域

北
部
地
域

東
部
地
域

計
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吉川市（1995 年）データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
9
9
5
年

集
落
名
称

農
業
地
域
類
型

コ
ー
ド

総
農
家
数

【
戸
】

販
売

農
家
数

【
戸
】

総
農
家

人
口
_

男
女
計

【
人
】

総
農
家

人
口
_

男
【
人
】

総
農
家

人
口
_

女
【
人
】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_計

【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_田

【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_畑

（
樹
園
地
を

除
く
）
【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_樹
園

地
【
h
a】

農
家
数
の

増
減
率

【
％
】

農
家
人
口

増
減
率

【
％
】

経
営
耕
地

面
積
の
増

減
率
【
％
】

借
入
耕
地

率
【
％
】

貸
付
耕
地

率
【
％
】

販
売
農
家

率
【
％
】

主
業
農
家

率
【
％
】

6
5
歳
以
上

農
家
人
口

率
【
％
】

農
業
就
業

人
口
率

【
％
】

農
業
就
業

人
口
の
う

ち
生
産
年

齢
人
口
率

【
％
】

西
部
地
域

'須
賀

都
市
的
地
域

2
6

2
3

1
5
3

8
0

7
3

2
2

8
1
3

'-
△
1
0
.3

△
5
.6

△
5
.9

1
3
.9

1
0
.9

8
8
.5

5
6
.5

2
2
.6

3
9
.8

6
8
.1

小
計

2
6

2
3

1
5
3

8
0

7
3

2
2

8
1
3

'川
野

都
市
的
地
域

2
2

1
3

1
1
5

5
9

5
6

1
1

8
3

'-
0

△
1
1
.5

9
.7

3
.1

4
.5

5
9
.1

1
5
.4

2
5
.7

3
7
.9

5
2

'関
都
市
的
地
域

1
1

8
6
1

2
8

3
3

6
6

1
'0

△
8
.3

△
9

3
1
0
.1

1
1
.8

7
2
.7

1
2
.5

2
3
.4

4
0
.5

5
8
.8

'吉
川

都
市
的
地
域

3
9

2
0

2
0
3

1
0
0

1
0
3

1
5

1
4

1
'-

2
.6

6
.8

△
6

6
.1

3
5
1
.3

1
0

2
1
.8

2
9
.3

4
5
.8

'平
沼

都
市
的
地
域

3
0

1
0

1
2
5

6
5

6
0

5
4

1
'-

3
.4

△
7
.4

△
7
.5
…

2
.7

3
3
.3

0
1
4

1
8
.4

6
6
.7

'保
都
市
的
地
域

3
0

2
4

1
5
7

7
7

8
0

1
7

1
6

1
'0

1
1
.1

6
.1

5
.3
…

0
.3

8
0

4
.2

1
7
.6

1
8

6
5

小
計

1
3
2

7
5

6
6
1

3
2
9

3
3
2

5
4

4
8

7
0

中
央
北
部
地
域

'川
富

都
市
的
地
域

9
4

3
5

2
2

1
3

2
2

0
'-

△
1
0

△
1
4
.6

3
.2
'…

'…
4
4
.4

0
2
0

3
5
.3

6
6
.7

小
計

9
4

3
5

2
2

1
3

2
2

0
中
央
地
域

'中
新
田

都
市
的
地
域

2
2

'1
6

'1
0
1

'4
8

'5
3

'1
6

'1
5

'1
'-

'4
.8

'3
.1

'6
.2

'8
'…

7
2
.7

1
8
.8

2
9

4
3
.5

6
3

小
計

2
2

1
6

1
0
1

4
8

5
3

1
6

1
5

1
'木
売

都
市
的
地
域

2
8

'2
3

'1
7
0

'8
4

'8
6

'2
7

'2
6

'1
'0

'△
9
.7

'△
9
.6

'△
1
3

'3
.8

'1
.9

'8
2
.1

'1
7
.4

'1
9
.4

'2
4
.6

'6
4
.3

'高
富

都
市
的
地
域

2
5

'2
1

'1
1
7

'5
9

'5
8

'1
8

'1
8

'1
'-

'0
'△
8
.6

'△
9

'.2
'1

.8
'8

4
'4

.8
'2

4
.8

'2
4
.2

'4
5
.5

'高
久

都
市
的
地
域

3
2

'2
7

'1
5
3

'7
1

'8
2

'2
5

'2
3

'2
'-

'△
1
3
.5

'△
2
1
.9

'△
1
5
.2

'6
.1

'3
.7

'8
4
.4

'2
2
.2

'2
2
.3

'2
7
.8

'6
5
.7

'中
曽
根

都
市
的
地
域

2
8

'1
0

'1
4
7

'7
2

'7
5

'5
'4

'1
'-

'△
3
4
.9

'△
4
2
.6

'△
6
2

'…
'5

.7
'3

5
.7

'2
0

'2
8
.1

'3
1
.3

'5
3
.3

'道
庭

都
市
的
地
域

…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
小
計
'富
新
田

都
市
的
地
域

1
9

'1
5

'8
0

'4
4

'3
6

'1
6

'1
5

'1
'-

'△
9
.5

'△
1
1
.1

'△
1
.8

'.8
'3

.2
'7

8
.9

'2
6
.7

'3
6
.7

'2
5
.9

'4
0

'木
売
新
田

都
市
的
地
域

1
8

'1
5

'7
9

'3
9

'4
0

'2
2

'2
0

'3
'-

'0
'△
9
.2

'1
8
.3

'1
7
.2

'…
'8

3
.3

'4
0

'2
5

'3
6
.9

'4
5
.8

'中
野

都
市
的
地
域

1
2

'1
0

'6
9

'3
6

'3
3

'8
'8

'0
'-

'0
'3

'△
2
9
.4

'1
.1

'4
.4

'8
3
.3

'1
0

'1
1
.9

'1
4
.6

'1
0
0

小
計
'松
高

平
地
農
業
地
域

1
7

'1
4

'7
5

'3
9

'3
6

'1
0

'9
'1

'-
'△
1
5

'△
1
6
.7

'△
1
8
.9

'.9
'…

'8
2
.4

'1
4
.3

'2
1
.5

'2
2
.8

'5
3
.8

'上
金
杉

平
地
農
業
地
域

…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'…

'…
'上
内
川
第
３

平
地
農
業
地
域

2
0

'1
4

'9
8

'5
5

'4
3

'1
0

'8
'2

'-
'0

'△
3
.9

'5
.8

'…
'.4

'7
0

'7
.1

'1
5
.5

'3
5
.1

'5
5

'上
内
川
第
２

平
地
農
業
地
域

2
0

'1
3

'1
0
1

'4
4

'5
7

'1
6

'1
3

'2
'0

'△
1
3

'△
8
.2

'△
1
4
.7

'…
'4

.9
'6

5
'1

5
.4

'1
5
.6

'2
4
.6

'6
4
.3

'上
内
川
第
１

平
地
農
業
地
域

2
6

'2
6

'1
4
0

'7
2

'6
8

'3
2

'2
9

'3
'-

'0
'△
7
.3

'1
6
.9

'2
.8

'.8
'1

0
0

'3
.8

'1
7
.1

'1
7
.9

'5
7
.1

'下
内
川
１
班

平
地
農
業
地
域

1
2

'7
'5

6
'2

9
'2

7
'6

'5
'1

'-
'9

.1
'2

4
.4

'1
1
.3

'1
.2

'1
.3

'5
8
.3

'0
'1

7
.1

'1
8
.8

'8
3
.3

'下
内
川
２
・
３
班平

地
農
業
地
域

1
5

'1
3

'7
8

'3
8

'4
0

'1
5

'1
2

'3
'-

'1
5
.4

'1
4
.7

'2
9

'…
'…

'8
6
.7

'0
'1

4
.5

'2
5
.9

'7
3
.3

'下
内
川
４
班

平
地
農
業
地
域

1
1

'1
1

'6
1

'3
5

'2
6

'1
1

'9
'2

'-
'0

'7
'2

6
.2

'…
'2

.3
'1

0
0

'0
'1

9
.7

'1
8
.4

'2
2
.2

'下
内
川
５
班

平
地
農
業
地
域

1
2

'1
2

'5
4

'2
7

'2
7

'2
0

'1
8

'2
'-

'0
'△
1
5
.6

'△
1
.9

'…
'.7

'1
0
0

'4
1
.7

'3
3
.3

'5
0

'3
7

'下
内
川
６
・
７
班平

地
農
業
地
域

1
5

'1
4

'8
7

'4
7

'4
0

'1
4

'1
3

'2
'-

'△
2
1
.1

'△
2
0
.9

'△
2
3
.3

'3
.2

'3
0
.4

'9
3
.3

'1
4
.3

'1
8
.8

'3
5
.8

'5
4
.2

'八
子
第
１

平
地
農
業
地
域

1
8

'1
6

'9
4

'4
9

'4
5

'1
2

'1
1

'1
'0

'△
2
1
.7

'△
2
8
.8

'△
2
0
.5

'5
.2

'2
.1

'8
8
.9

'6
.3

'2
1
.8

'1
1

'7
7
.8

'八
子
第
２

平
地
農
業
地
域

1
7

'1
3

'7
0

'3
2

'3
8

'8
'7

'1
'-

'△
1
5

'△
2
3
.9

'△
1
2
.4

'1
.1

'…
'7

6
.5

'2
3
.1

'2
5

'1
9
.6

'6
3
.6

'鍋
小
路

平
地
農
業
地
域

1
8

'1
5

'8
9

'4
4

'4
5

'2
4

'2
1

'3
'0

'5
.9

'3
.5

'3
.4

'1
8
.6

'4
.8

'8
3
.3

'2
0

'2
3
.3

'2
9
.6

'6
6
.7

'前
新
田
東

平
地
農
業
地
域

1
9

'1
8

'8
7

'4
9

'3
8

'1
8

'1
5

'3
'-

'△
5

'△
1
1
.2

'△
5
.5

'2
.2

'.8
'9

4
.7

'2
2
.2

'2
4
.7

'4
2
.5

'5
1
.6

'前
新
田
西

平
地
農
業
地
域

2
5

'2
2

'1
4
7

'7
2

'7
5

'2
2

'1
7

'5
'-

'0
'△
6
.4

'△
7

'5
.3

'1
.4

'8
8

'3
6
.4

'1
8

'3
1
.4

'6
9
.7

'後
新
田

平
地
農
業
地
域

2
4

'1
7

'1
4
0

'6
3

'7
7

'2
0

'1
6

'4
'-

'0
'△
1
0
.3

'△
1
9
.2

'1
3
.7

'9
.1

'7
0
.8

'4
7
.1

'2
1
.2

'4
4
.2

'6
3
.2

'川
藤
第
１

平
地
農
業
地
域

1
3

'1
1

'6
4

'3
2

'3
2

'9
'7

'1
'0

'△
1
3
.3

'△
2
2

'△
5
.9

'6
.7

'1
8
.9

'8
4
.6

'1
8
.2

'2
5

'2
8

'5
0

'川
藤
第
２

平
地
農
業
地
域

1
8

'1
5

'9
8

'4
3

'5
5

'1
9

'1
6

'3
'-

'2
0

'5
.4

'△
9
.1

'9
.5

'2
.7

'8
3
.3

'2
6
.7

'1
5
.3

'5
1
.4

'7
5

'川
藤
第
３

平
地
農
業
地
域

1
6

'1
1

'8
5

'4
1

'4
4

'8
'6

'2
'-

'△
5
.9

'△
6
.6

'△
1
9
.7

'7
.1

'8
.8

'6
8
.8

'3
6
.4

'1
8
.3

'3
1
.5

'6
4
.7

'榎
戸

平
地
農
業
地
域

1
9

'1
2

'8
3

'4
1

'4
2

'1
3

'6
'7

'-
'5

.6
'△
1
7

'4
.9

'6
.9

'8
.2

'6
3
.2

'6
6
.7

'2
3
.2

'5
4

'5
9
.3

'屋
形
前

平
地
農
業
地
域

1
2

'1
1

'7
0

'3
5

'3
5

'1
0

'9
'1

'-
'0

'0
'3

.5
'9

.3
'5

.4
'9

1
.7

'1
8
.2

'1
9
.7

'3
8

'4
7
.4

'下
広
第
１

平
地
農
業
地
域

1
5

'9
'7

4
'3

3
'4

1
'6

'5
'0

'-
'△
6
.3

'△
1
9
.6

'2
6

'3
.2

'5
.9

'6
0

'0
'1

7
'2

2
'5

5
.6

'下
広
第
２

平
地
農
業
地
域

1
6

'1
4

'7
6

'3
8

'3
8

'1
5

'1
4

'1
'0

'0
'△
8
.4

'1
2
.2

'1
3
.6

'4
.4

'8
7
.5

'1
4
.3

'2
4
.6

'3
6
.7

'5
0

'上
広
島

平
地
農
業
地
域

3
5

'3
3

'1
7
1

'8
6

'8
5

'4
3

'4
1

'2
'-

'2
.9

'△
5
.5

'△
1
.4

'2
.6

'4
.7

'9
4
.3

'1
2
.1

'2
0
.7

'2
4
.5

'5
2
.9

'拾
壱
軒

平
地
農
業
地
域

1
6

'1
6

'8
2

'3
9

'4
3

'2
3

'2
2

'2
'-

'△
1
1
.1

'△
2
3
.4

'△
5
.1

'5
.5

'…
'1

0
0

'2
5

'2
4
.4

'3
8
.7

'4
8
.3

小
計

4
2
9

'上
組

平
地
農
業
地
域

'1
8

'9
'9

3
'4

7
'4

6
'8

'7
'1

'-
'0

'1
.1

'△
6
.8

'2
.2

'…
'5

0
'2

2
.2

'2
3
.1

'2
5
.6

'6
3
.6

'中
組

平
地
農
業
地
域

'1
6

'9
'6

6
'3

4
'3

2
'1

4
'1

3
'1

'-
'0

'△
2
4
.1

'1
7
.7

'3
3
.8

'5
.6

'5
6
.3

'3
3
.3

'2
3
.8

'3
2
.5

'5
3
.8

'新
家

平
地
農
業
地
域

'1
2

'9
'4

9
'2

4
'2

5
'6

'6
'1

'-
'0

'△
2
1

'△
1
7
.3

'…
'2

1
.3

'7
5

'1
1
.1

'2
7
.3

'3
2
.3

'3
0

'下
組

平
地
農
業
地
域

'8
'6

'3
1

'1
5

'1
6

'6
'5

'1
'-

'0
'△
2
4
.4

'△
1
0

'1
.7

'8
.5

'7
5

'3
3
.3

'2
1
.7

'4
7
.4

'5
5
.6

'三
輪
組

平
地
農
業
地
域

'2
0

'1
6

'9
8

'4
8

'5
0

'1
6

'1
3

'2
'1

'△
4
.8

'△
1
2
.5

'△
8
.6

'…
'3

'8
0

'2
5

'2
1
.7

'2
3
.1

'3
8
.9

'兵
庫

平
地
農
業
地
域

'2
2

'1
8

'1
3
0

'6
4

'6
6

'2
7

'2
4

'3
'-

'△
4
.3

'△
5
.1

'△
0
.7

'9
.4

'3
.5

'8
1
.8

'2
7
.8

'2
1
.9

'2
8
.3

'6
7
.9

'川
端

平
地
農
業
地
域

'1
3

'8
'6

1
'3

1
'3

0
'6

'5
'1

'-
'0

'△
9

'△
1
.2

'2
.9

'.9
'6

1
.5

'3
7
.5

'2
0

'4
0
.5

'6
6
.7

'土
場

平
地
農
業
地
域

'1
2

'1
0

'6
5

'3
1

'3
4

'9
'8

'1
'-

'△
7
.7

'△
5
.8

'△
8
.3

'1
5
.1

'…
'8

3
.3

'3
0

'2
3
.1

'3
6
.4

'5
6
.3

'飯
島

平
地
農
業
地
域

'1
3

'1
2

'5
9

'2
9

'3
0

'1
3

'1
2

'1
'0

'△
1
3
.3

'△
1
9
.2

'△
1
8
.7

'…
'…

'9
2
.3

'4
1
.7

'1
3
.5

'3
6
.6

'8
0

'半
割

平
地
農
業
地
域

'2
1

'1
5

'1
2
1

'5
6

'6
5

'1
6

'1
4

'2
'-

'△
4
.5

'△
1
.6

'△
7
.2

'…
'…

'7
1
.4

'2
0

'2
2
.4

'2
9
.7

'6
3
.6

'加
藤

平
地
農
業
地
域

'3
8

'2
8

'1
9
6

'9
4

'1
0
2

'3
1

'2
5

'5
'-

'8
.6

'6
.5

'△
2
.9

'3
.4

'3
.9

'7
3
.7

'7
.1

'2
0
.5

'3
1

'4
3
.6

'吉
屋

平
地
農
業
地
域

'2
7

'2
7

'1
2
8

'6
6

'6
2

'3
1

'2
6

'4
'-

'0
'△
3
.0

'4
.3

'1
.6

'2
.7

'1
0
0

'2
2
.2

'1
9
.5

'2
6
.5

'6
3
.3

'関
新
田

平
地
農
業
地
域

'3
2

'3
0

'1
6
8

'9
1

'7
7

'3
6

'2
9

'7
'-

'0
'△
0
.6

'△
5

'.9
'1

.8
'9

3
.8

'5
0

'1
9
.1

'3
8

'7
8
.8

'笹
沖

平
地
農
業
地
域

'2
6

'2
3

'1
3
6

'6
8

'6
8

'3
4

'2
3

'1
0

'-
'△
3
.7

'△
8
.1

'7
'1

.6
'.7

'8
8
.5

'3
4
.8

'2
3
.4

'4
0
.2

'5
3
.5

'笹
根

平
地
農
業
地
域

'1
8

'1
5

'9
5

'4
6

'4
9

'1
7

'1
5

'2
'-

'0
'△
6
.9

'△
3
.5

'2
.5

'…
'8

3
.3

'6
.7

'2
4
.4

'2
8
.8

'5
2
.4

'会
野
谷

平
地
農
業
地
域

'1
2

'1
2

'6
7

'3
1

'3
6

'1
2

'1
1

'1
'0

'0
'△
2
.9

'△
3
.7

'1
.2

'.8
'1

0
0

'8
.3

'2
3
.9

'2
8
.6

'4
3
.8

'中
井

平
地
農
業
地
域

'3
7

'3
1

'2
0
6

'1
0
0

'1
0
6

'3
5

'3
1

'4
'-

'5
.7

'0
'△
1
1

'1
.6

'3
.1

'8
3
.8

'1
9
.4

'2
2
.9

'3
4
.7

'5
5
.8

'鹿
見
塚

平
地
農
業
地
域

'9
'8

'4
3

'2
1

'2
2

'9
'8

'1
'-

'△
1
8
.2

'△
2
.3

'△
4
.7

'3
.5

'.6
'8

8
.9

'2
5

'1
8
.9

'3
3
.3

'6
3
.6

'皿
沼

平
地
農
業
地
域

'1
6

'1
6

'8
9

'4
5

'4
4

'1
7

'1
5

'3
'-

'△
5
.9

'△
3
.3

'1
'1

.4
'3

.3
'1

0
0

'1
8
.8

'2
5
.8

'4
7
.9

'5
4
.3

'中
島

平
地
農
業
地
域

'3
6

'3
4

'1
9
2

'9
6

'9
6

'3
9

'3
4

'5
'-

'△
5
.3

'△
9

'△
2
.5

'2
.3

'.2
'9

4
.4

'2
9
.4

'2
1
.1

'3
2
.9

'6
3
.5

'小
松
川

平
地
農
業
地
域

'9
'9

'4
4

'2
1

'2
3

'1
2

'1
1

'1
'-

'0
'0

'4
1
.3

'1
.2

'1
9
.6

'1
0
0

'0
'2

9
.5

'2
5
.6

'3
0

'二
ツ
沼

平
地
農
業
地
域

'8
'7

'4
0

'2
0

'2
0

'1
4

'1
2

'2
'-

'0
'△
1
3

'△
3
.7

'…
'…

'8
7
.5

'5
7
.1

'2
2
.9

'3
4
.4

'6
3
.6

'平
方
新
田

平
地
農
業
地
域

'3
1

'2
7

'1
4
9

'6
9

'8
0

'2
8

'2
3

'5
'-

'3
.3

'△
4
.5

'4
.4

'1
.1

'1
.2

'8
7
.1

'3
3
.3

'2
4
.1

'2
8
.3

'5
5
.9

'深
井
新
田

平
地
農
業
地
域

'2
9

'2
7

'1
4
5

'7
0

'7
5

'2
4

'1
9

'5
'-

'△
6
.5

'△
1
0
.5

'△
9
.3

'3
.8

'…
'9

3
.1

'1
1
.1

'2
0
.4

'2
5
.8

'5
8
.1

小
計

東
部
地
域
　
　
　
（
旧

三
輪
野
江
村
）

北
部
地
域

（
旧
旭
村
）

中
央
西
部
地
域

南
部
地
域

中
央
南
部
地
域
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吉川市（2005 年）データ 

 

旧
市
区
町
村

名
称

(2
0
0
5
年
）

集
落
名
称

総
農
家
数

【
戸
】

販
売

農
家
数

【
戸
】

総
農
家

人
口

男
女
計

【
人
】

総
農
家

人
口

男
【
人
】

総
農
家

人
口

女
【
人
】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_計

【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_田

【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_畑

（
樹
園
地
を

除
く
）
【
h
a】

販
売
農
家
_

経
営
耕
地

面
積
_樹
園

地
【
h
a】

総
土
地
面

積
【
h
a】

田
【
h
a】

畑
【
h
a】

樹
園
地

【
h
a】

耕
作
放
棄

地
率
【
％
】

農
家
数
の

増
減
率

【
％
】

農
家
人
口

増
減
率

【
％
】

経
営
耕
地

面
積
の
増

減
率
【
％
】

販
売
農
家

率
【
％
】

主
業
農
家

率
【
％
】

6
5
歳
以
上

農
家
人
口

率
【
％
】

農
業
就
業

人
口
率

【
％
】

農
業
就
業

人
口
の
う

ち
生
産
年

齢
人
口
率

【
％
】

農
業
集
落

主
位
作
目

別

取
組
コ
ー
ド

1
取
組
名
称

1
取
組
状
況

1

西
部
地
域

須
賀

2
0

1
3

1
0
6

5
7

4
9

2
1

1
1

1
0

-
3
9

1
4

-
1
2
.3
△
9
.1

△
1
5
.9

1
1

6
5

5
3
.8

2
3
.6

4
8
.4

6
6
.7

6
小
計

2
0

1
3

1
0
6

5
7

4
9

2
1

1
1

1
0

0
3
9

0
1
4

0
1
2

0
0

1
1

6
5

5
4

2
4

4
8

6
7

6
川
野

1
5

1
1

6
7

3
6

3
1

1
1

1
0

1
'-

4
3

3
2

-
6
.5
'△
1
1
.8

'△
2
5
.6

'9
.8

'7
3
.3

'…
'3

8
'3

7
'4

7
.1

'1
関

5
5

2
3

8
1
5

6
6

0
'-

4
5

5
1

-
1
4
.2
'△
5
0

'△
5
5
.8

'△
6
.6

'1
0
0

'2
0

'3
0
.4

'3
0
.4

'4
2
.9

'1
吉
川

1
6

8
7
6

3
5

4
1

7
3

4
'-

1
0
8

1
0

1
-

1
5
.1
'△
3
6

'△
4
3
.3

'△
3
4

'5
0

'…
'2

2
'2

5
.8

'3
7
.5

'1
平
沼

1
0

2
X

X
X

X
X

X
'X

1
2
2

3
1

-
X

'△
5
6
.5

'X
'X

'2
0

'X
'X

'X
'X

'X
保

2
2

1
3

9
6

5
0

4
6

1
0

9
1

'-
7
8

2
1

-
4
.3
'△
1
5
.4

'△
1
9
.3

'△
1
5
.6

'5
9
.1

'7
.7

'2
5
.9

'2
9
.3

'5
2
.9

'1
小
計

6
8

3
9

2
6
2

1
2
9

1
3
3

3
4

2
8

6
0

3
9
6

2
3

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
中
央
北
部
地
域

川
富

7
4

2
5

1
4

1
1

3
2

0
'0

2
6

4
1

'-
2
.9

'0
'△
2
8
.6

'5
.5

'5
7
.1

'…
'7

.7
'2

7
.3

'1
0
0

'1
小
計

7
4

2
5

1
4

1
1

3
2

0
0

2
6

4
1

0
中
央
地
域

中
新
田

1
7

1
0

7
1

3
7

3
4

1
2

1
1

1
'0

9
3

6
0

1
'-

3
.2
'△
1
9

'△
2
4
.5

'△
1
6
.8

'5
8
.8

'1
0

'3
1
.9

'4
1
.9

'4
4
.4

'1
小
計

1
7

1
0

7
1

3
7

3
4

1
2

1
1

1
0

9
3

6
0

1
0

木
売

2
2

2
0

X
X

X
2
8

2
7

1
'-

5
7

2
0

1
'-

X
'△
1
8
.5

'X
'X

'9
0
.9

'1
0

'2
4
.8

'3
6
.8

'4
8
.6

'1
高
富

2
2

1
6

9
3

4
3

5
0

1
5

1
4

1
'0

7
3

1
3

1
'-

2
.2
'△
1
2

'△
2
1
.2

'0
'7

2
.7

'6
.3

'2
5

'3
8
.9

'5
3
.6

'1
高
久

2
1

1
7

8
8

4
3

4
5

1
9

1
7

2
'-

6
8

7
1

'-
1
7
.1
'△
4
.5

'△
1
4
.6

'△
1
2
.3

'8
1

'2
3
.5

'3
0
.3

'4
5
.8

'5
4
.5

'1
中
曽
根

1
9

1
1

8
7

4
0

4
7

6
5

0
'-

7
9

'-
1

'-
3
8
'△
2
6
.9

'△
3
8
.3

'△
9
.9

'5
7
.9

'9
.1

'2
1
.4

'3
2
.7

'6
2
.5

'1
道
庭

4
3

X
X

X
X

X
X

'X
5
0

1
1

'-
X

'…
'…

'X
'7

5
'X

'X
'X

'X
'X

小
計

8
8

6
7

2
6
8

1
2
6

1
4
2

6
8

6
3

4
0

3
2
7

4
1

5
0

富
新
田

1
5

1
0

3
9

1
9

2
0

1
1

1
0

1
'-

3
9

2
0

1
1

1
.5
'△
2
1
.1

'△
4
3
.5

'△
3
1

'6
6
.7

'…
'4

1
.4

'3
7
.9

'9
.1

'1
木
売
新
田

1
7

1
2

7
0

3
3

3
7

2
1

1
9

2
'-

4
7

2
3

2
1

X
'0

'△
9
.1

'2
0
.3

'7
0
.6

'2
5

'2
8

'3
7
.8

'3
5
.3

'1
中
野

9
9

4
9

2
4

2
5

7
6

1
'-

3
9

3
2

'-
3
.6

'0
'△
3
.9

'△
7
.2

'1
0
0

'3
3
.3

'2
2
.4

'2
8
.6

'3
3
.3

'1
小
計

4
1

3
1

1
5
8

7
6

8
2

3
9

3
5

4
0

1
2
5

4
6

5
2

'松
高

1
4

1
0

5
9

2
9

3
0

6
5

1
'-

3
4

1
0

3
'-

7
.7
'△
1
2
.5

'△
1
6
.9

'△
1
8
.7

'7
1
.4

'…
'2

7
.3

'3
7
.5

'4
6
.7

'1
'上
金
杉

3
2

X
X

X
X

X
X

'X
6

1
1

'-
X

'…
'…

'X
'6

6
.7

'X
'X

'X
'X

'X
'上
内
川
第
３

1
7

8
7
9

4
3

3
6

6
5

1
'-

3
3

4
3

'-
1
7
.8
'△
1
0
.5

'△
1
1
.2

'△
2
8
.5

'4
7
.1

'1
2
.5

'3
1
.6

'2
7
.8

'2
0

'1
'上
内
川
第
２

1
7

1
2

8
5

3
8

4
7

1
2

1
1

1
'-

8
4

1
5

5
'-

1
2
'△
5
.6

'△
5
.6

'△
1
4
.6

'7
0
.6

'8
.3

'2
3
.8

'3
2
.7

'4
1
.2

'1
'上
内
川
第
１

2
5

2
2

1
1
8

6
0

5
8

2
7

2
5

2
'-

8
3

3
0

5
'-

X
'0

'△
2
.5

'△
2
0
.1

'8
8

'9
.1

'2
2

'2
8
.1

'3
3
.3

'1
'8

'下
内
川
１
班

1
2

6
5
5

3
1

2
4

5
4

0
'-

2
7

1
1

'-
3
.1

'0
'△
3
.5

'△
2
7
.3

'5
0

'1
6
.7

'2
8
.1

'3
7

'4
0

'1
'下
内
川
２
・
３
班

9
8

X
X

X
1
0

8
2

'-
9

2
2

'-
X

'△
3
5
.7

'X
'X

'8
8
.9

'1
2
.5

'3
5

'4
2
.4

'2
1
.4

'1
'下
内
川
４
班

8
7

X
X

X
7

6
1

'-
4
3

2
5

4
'-

X
'△
1
1
.1

'X
'X

'8
7
.5

'…
'2

1
.6

'4
2
.9

'3
3
.3

'1
'下
内
川
５
班

1
1

9
X

X
X

1
5

1
5

1
'0

4
6

1
8

3
'-

X
'△
8
.3

'X
'X

'8
1
.8

'1
1
.1

'3
4
.3

'5
1
.7

'4
0

'1
'下
内
川
６
・
７
班

1
4

1
2

X
X

X
1
4

1
2

2
'-

2
7

1
3

3
'-

X
'△
1
7
.6

'X
'X

'8
5
.7

'2
5

'3
1

'4
2
.6

'3
4
.8

'1
'八
子
第
１

1
7

1
5

X
X

X
1
1

1
0

1
'-

4
1

1
5

3
'-

X
'0

'X
'X

'8
8
.2

'6
.7

'3
8
.3

'3
9
.7

'2
6
.1

'1
'八
子
第
２

9
7

X
X

X
5

4
1

'-
5
6

2
7

3
'-

X
'△
4
0

'X
'X

'7
7
.8

'…
'4

7
.8

'3
1
.8

'1
4
.3

'1
'鍋
小
路

1
3

1
2

X
X

X
2
1

1
8

3
'0

3
6

1
4

4
'-

X
'△
1
3
.3

'X
'X

'9
2
.3

'3
3
.3

'3
2
.2

'5
5
.8

'4
4
.8

'1
'前
新
田
東

1
6

1
4

X
X

X
1
4

1
2

2
'-

1
9

7
2

'-
X

'△
5
.9

'X
'X

'8
7
.5

'2
1
.4

'2
9
.8

'5
2
.8

'5
7
.1

'1
'前
新
田
西

1
6

1
3

6
7

3
3

3
4

1
5

1
2

4
'-

1
4

2
2

'-
2
.4
'△
3
0
.4

'△
4
5
.5

'△
1
2

'8
1
.3

'1
5
.4

'2
1
.7

'2
8
.3

'4
1
.2

'1
'後
新
田

1
8

1
6

X
X

X
2
0

1
7

3
'-

1
1
2

6
3

6
'-

X
'△
2
5

'X
'X

'8
8
.9

'2
5

'3
2
.3

'4
6

'4
1
.4

'6
'川
藤
第
１

1
2

9
5
9

2
8

3
1

6
6

1
'-

1
3

2
2

'-
2
'△
7
.7

'△
6
.3

'△
1
1
.5

'7
5

'1
1
.1

'3
4

'3
3
.3

'2
8
.6

'1
'川
藤
第
２

1
4

1
4

7
0

3
2

3
8

1
8

1
5

3
'-

2
1

1
3

'-
1
.4
'△
1
2
.5

'△
1
6
.7

'△
1
7
.4

'1
0
0

'5
0

'3
2
.9

'4
4
.6

'4
4
.8

'1
'川
藤
第
３

1
1

1
0

X
X

X
7

6
2

'-
4
2

1
9

4
'-

X
'△
8
.3

'X
'X

'9
0
.9

'2
0

'2
5
.5

'3
5
.7

'4
6
.7

'1
'榎
戸

1
2

9
6
2

2
8

3
4

1
0

4
6

'-
2
9

'-
1
0

'-
0
.4
'△
2
5

'△
2
2
.5

'△
5
.2

'7
5

'5
5
.6

'3
4

'5
6
.8

'5
2

'6
'屋
形
前

1
1

9
X

X
X

8
8

0
'-

4
5

3
1

3
'-

X
'0

'X
'X

'8
1
.8

'1
1
.1

'2
5
.9

'2
9
.4

'2
6
.7

'1
'下
広
第
１

7
5

X
X

X
X

X
X

'X
2
9

1
8

3
'-

X
'△
4
6
.2

'X
'X

'7
1
.4

'X
'X

'X
'X

'X
'下
広
第
２

1
1

9
X

X
X

1
0

9
0

'-
2
0

8
3

'-
X

'△
2
6
.7

'X
'X

'8
1
.8

'2
2
.2

'3
0

'5
5

'5
0

'1
'上
広
島

2
2

2
1

X
X

X
2
7

2
5

2
'-

9
3

6
2

4
'-

X
'△
2
4
.1

'X
'X

'9
5
.5

'1
9

'3
1
.6

'3
7
.8

'3
5
.3

'1
'拾
壱
軒

1
6

1
5

X
X

X
1
7

1
6

1
'-

4
4

2
0

3
'-

X
'0

'X
'X

'9
3
.8

'1
3
.3

'2
5
.3

'3
9
.7

'4
8
.1

'1
小
計

3
3
5

2
7
4

6
5
4

3
2
2

3
3
2

2
9
1

2
5
3

4
0

0
1
0
0
6

4
0
8

8
5

0
'上
組

1
0

5
5
0

2
6

2
4

5
4

0
'-

2
1

1
0

3
'-

6
.7

'0
'△
5
.7

'△
1
3

'5
0

'…
'3

5
.7

'3
0
.8

'5
0

'1
'中
組

1
4

4
5
0

2
6

2
4

7
7

0
'-

3
2

2
0

3
'-

7
.1

'0
'△
1
6
.7

'△
1
2
.5

'2
8
.6

'5
0

'2
1
.7

'2
7
.3

'5
0

'1
'新
家

8
4

2
6

1
5

1
1

4
3

0
'-

2
0

1
2

3
'-

7
.2
'△
3
3
.3

'△
3
9
.5

'△
3
0
.6

'5
0

'…
'3

5
.7

'4
6
.2

'1
6
.7

'1
'下
組

7
4

2
8

1
3

1
5

3
3

0
'-

3
2

1
9

3
'-

X
'△
2
2
.2

'△
2
8
.2

'△
3
1
.9

'5
7
.1

'2
5

'2
2
.2

'3
7
.5

'5
0

'1
'三
輪
組

1
6

1
2

8
3

4
2

4
1

1
4

1
1

3
'0

9
2

2
'-

2
'△
1
1
.1

'△
8
.8

'2
.7

'7
5

'8
.3

'1
8
.3

'3
5
.8

'4
7
.4

'1
'兵
庫

1
9

1
7

X
X

X
2
2

2
0

2
'-

5
0

2
9

4
'-

X
'△
9
.5

'X
'X

'8
9
.5

'2
9
.4

'1
9
.8

'4
0
.2

'6
0
.6

'1
'川
端

1
2

8
5
1

2
7

2
4

6
5

1
'-

9
4

2
0

3
'-

0
.5

'0
'△
1
5

'3
.9

'6
6
.7

'…
'1

6
.2

'3
3
.3

'7
2
.7

'1
'土
場

1
2

9
5
5

2
7

2
8

6
6

0
'-

1
5

5
2

'-
9
.2

'0
'△
8
.3

'△
3
5
.6

'7
5

'1
1
.1

'3
1
.1

'3
4
.9

'4
6
.7

'1
'飯
島

8
7

X
X

X
9

9
1

'-
4
4

1
7

3
'-

X
'△
3
8
.5

'X
'X

'8
7
.5

'1
4
.3

'3
7
.5

'4
7
.8

'1
8
.2

'1
'半
割

2
1

1
6

1
0
2

5
0

5
2

1
6

1
5

2
'-

6
9

2
3

4
'-

5
.2

'0
'△
8
.1

'△
1
.6

'7
6
.2

'2
5

'2
9
.4

'3
5
.1

'3
4
.6

'1
'加
藤

2
9

2
5

1
4
0

6
6

7
4

2
6

2
3

3
'-

7
3

2
9

5
'-

4
.2

'0
'△
4
.1

'△
0
.7

'8
6
.2

'2
8

'2
6

'3
3
.3

'2
7

'1
'吉
屋

2
3

2
3

1
0
0

5
4

4
6

2
8

2
5

4
'0

8
3

2
9

6
'1

5
.5
'△
1
1
.5

'△
1
.0

'△
3
.2

'1
0
0

'2
1
.7

'3
3

'4
1
.8

'3
9
.5

'1
'関
新
田

2
9

2
7

X
X

X
3
2

2
4

8
'-

6
1

3
0

5
'-

X
'△
6
.5

'X
'X

'9
3
.1

'3
3
.3

'2
3

'3
6
.6

'6
3
.4

'5
'笹
沖

2
4

2
3

X
X

X
2
8

2
3

6
'-

4
4

2
0

6
'-

X
'0

'X
'X

'9
5
.8

'3
4
.8

'2
9
.4

'4
4
.6

'4
4
.4

'1
'笹
根
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６
.耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
（
景
観
作
物
、
放

牧
等
）
の
実
施
景
観
形
成
作
物
助
成
事
業
に
お

い
て
、
麦
作
の
裏
作
に
コ
ス
モ
ス
を
作
付
け
し
、

景
観
形
成
を
推
進
し
、
地
力
の
増
強
を
図
る
。

東
部
地
域

（
旧
三
輪
野
江
村
）

中
央
西
部
地
域

南
部
地
域

中
央
南
部
地
域

北
部
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旭
村
）


